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「総合型地域
スポーツクラブ」に
参加しませんか？

種
　
目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
ピンポン、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹矢

連
絡
先

KSC なかよしクラブ
　☎ 090-2417-8502（大和）

KSC エンジョイスポーツ 
　☎ 090-2420-7846（高田）▲詳細

問 スポーツ振興課  
☎ 029-898-9907

なかよしクラブとの出会い  ～ 佐藤さん家族 ～
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総合型地域スポーツクラブスタッフのコラム ／ KSC なかよしクラブ 松
まつくら

庫義
よしひろ

弘さん寄稿

　今回は、なかよしクラブを子育ての一環として活
用した佐藤さん家族をご紹介します。
　佐藤さん家族（父、母、息子 2 人の 4 人家族）は、
約 10 年前にかすみがうら市に引っ越してきました。
当時、引っ越し先の選定では特に地域でどのような
活動が活発に行われているかを考慮したそうで、そ
の過程で「なかよしクラブ」が目に留まり、転入後
は家族で入会しました。
　入会時、長男は小学 4 年生、次男が 1 年生で、
長男はバドミントン（スポーツ広場事業）に興味を
持ち基礎から教わるようになり、次男はバドミント
ンやスポーツ鬼ごっこの体験をしながら、なかよし
クラブで用意した「子ども広場」で面倒見の良いス
タッフとおもちゃなどで遊びました。母親は、学生
時代にバトミントン部に所属していたので、長男と

一緒に競技を楽しむなど、家族で充実した時間を過
ごしていました。その後、長男は中学の部活動で通
うことが難しくなり、子どもたちは「なかよしクラ
ブ」を卒業しましたが、体を動かす楽しさを知るきっ
かけになったことでしょう。実際に長男は現在大学
でヨット部、次男は高校でバスケットボール部に所
属し活躍しています。そして、佐藤さん夫婦も引き
続きバトミントンを楽しんでいます。
　このように子育てに「なかよしクラブ」を活用す
ることで、スポーツの楽しさを知り家族の絆を深め
ることができます。「なかよしクラブ」ではさまざ
まな種目を体験できる他、地
域の人達との交流もできます
ので、ぜひ一緒にスポーツを
楽しみませんか。
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できます
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新たな本と出会える企画

1 月 7 日～
先着 70 袋

問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、
月末図書整理日

◎お話会：1月 11日土午前 10時 30分から

図書館ボランティアのご案内
◉��「石のスープの会」は、毎週第 2 土曜日

にお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所

などへ読み聞かせを行っています。
◉��「読書会」「ひばりの会」「朗読ボランティ

ア - せせらぎ」が活発に活動しています。
会員募集中です。

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。1月7日火までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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1 月 図書館カレンダー

歴
史

に
ふ
れ
る

図書館員が各世代の方におすすめの本を福袋にしました。どんな本が入っている
かは借りてからのお楽しみ！１年の始まりに、新たな本と出会ってみませんか？
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の
令和 7年
新春 福 袋 ご案内図書館

▶日　時：1 月 7日火 午前 9時　～　無くなり次第終了
▶場　所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）内）
▶対　象：図書館利用カードをお持ちの方（当日作成も可）
▶数　量：全 70袋（1袋 3冊入り）
　　　　　◉ 幼児（0歳から就学前向け）10袋
　　　　　◉ 小学生向け 30袋（低学年、中学年、高学年向け各 10袋）
　　　　　◉ YA（中・高校生向け）10袋　
　　　　　◉ 大人向け 20袋
▶ご確認ください
　・お一人様１袋　・貸出期間は 2週間
　・今借りている本の冊数をご確認のうえ貸出手続きをお願いします。
　・福袋の貸し出しはカウンターにお声かけください。(自動貸出機不可 )
　・読了後は通常通り本のみをご返却ください。

図書貸出 福袋

筑波山塊の
花崗岩と粘土

筑波山塊の粘土
　筑波山塊を形作る花

か こ う が ん

崗岩は、風化することで粘土
になることが知られています。そのため、周辺地域
では、この粘土を使用してさまざまな焼き物が作ら
れてきました。縄文土器に始まる日常生活に必要な
器類はもちろん、建築材としても古くは寺院の屋根
瓦、近代以降には民家の屋根瓦などが生産されるよ
うになりました。
新しい焼き物「つくば焼」
　市内出身・在住の陶芸家である
都賀俊雄さんは、市内で採掘される
粘土を使用してこれまでにない新し
い焼き物「つくば焼」を制作しまし
た。「つくば焼」の定義は「筑波山系
の山々を形作る鉱物を起源とした粘土を用いて高温
焼成した素地と、真空容器の中で放電を起こしてプ

ラズマを発生させ、そこにさまざまな金属を高温で
蒸発させてその金属粒子をイオンにして加速し、真
空容器内にセットされた陶芸作品の表面に結晶を形
成する処理法を施して制作された器」と説明されて
います。歴史的に人との関わりが古い粘土を用いな
がらも、科学的な手法を施した点が非常に革新的で
す。「つくば焼」の最大の特徴は、まるで虹やオーロ
ラのような、その発色にあります。光の加減や見る
角度によっても表情を変える、神秘的な焼き物です。
「つくば焼」の企画展を開催
　歴史博物館では、陶芸家
都賀俊雄さんと「つくば焼」
の企画展を令和 7 年 1 月 11
日土から 3 月 23 日日まで開
催します。ぜひ、ご来館いた
だき「つくば焼」の神秘的な
輝きを目の当たりにしてく
ださい。また、筑波山塊の粘
土産業や「つくば焼」の秘密
に触れる関連イベントなど
も実施しますので、併せてご
参加ください。問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

昭和 14 年、本市生ま
れ在住の陶芸家。昭和
48 年に美術教師を辞
職し、陶芸の道に入る。

湖
こざん

山の匠
たくみ

登録者
詳細はこちら→
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（陶芸）

「つくば焼」の作品

16 17


